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勤
務
割
表
が
作
れ
な
い
」
と
後

退
。
と
こ
ろ
が
で
き
あ
が
っ
た

勤
務
割
表
で
は
、
全
て
の
病
棟

で
２
日
は
非
番
と
な
り
、
原
因

を
追
及
す
る
と
師
長
会
で
「
組

合
が
２
日
非
で
Ｏ
Ｋ
し
た
」
と

ウ
ソ
が
発
覚
。
謝
罪
等
を
求
め

支
部
長
・
書
記
長
会
議
が
１

月
21
日
、
花
巻
温
泉
で
開
催
さ

れ
、
２
月
の
中
央
委
員
会
に
向

け
た
方
針
、
年
末
年
始
の
「
見

合
い
年
次
」
の
取
得
な
ど
当
面

す
る
方
針
を
確
認
し
ま
し
た
。

年
末
年
始
に
関
し
て
は
、
参

加
し
た
全
て
の
支
部
で
「
６
日

間
を
祝
と
す
る
よ
う
」
交
渉
し

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

県
北
の
支
部
で
は
、
11
月
に
は

「
非
番
を
入
れ
な
い
」
と
回
答
、

12
月
に
は
「
２
つ
の
病
棟
で
、

２
日
だ
け
非
番
を
振
ら
な
い
と

て
交
渉
し
て
い
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
、
参
加
者
の
怒
り
と
失
笑

を
受
け
ま
し
た
。
全
て
の
支
部

で
、
年
末
年
始
期
間
に
非
番
だ

っ
た
場
合
、
勤
務
し
た
場
合
の

「
見
合
い
の
年
次
」
を
取
得
す

る
運
動
を
進
め
、
ど
う
し
て
も

取
得
で
き
な
い
年
次
の
日
数
を

当
局
と
いっ
し
ょ
に
確
認
し
、
増

員
の
重
要
な
根
拠
に
し
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

夜
は
旗
開
き
を
開
催
し
、
賑

や
か
に
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
労
働
総
研
代
表

理
事
の
牧
野
富
夫
さ
ん
か
ら
、

今
年
の
春
闘
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と

な
る
デ
ィ
ー
セ
ン
ト･

ワ
ー
ク
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。
直
訳
す
る

と
「
働
き
が
い
の
あ
る
人
間
ら

し
い
仕
事
」
で
す
が
、
現
在
の

社
会
は
、｢

働
き
が
い
の
な
い
」、

協
力
し
合
う
の
で
は
な
く
、
将

来
を
見
通
せ
な
い
「
動
物
ら
し

い
仕
事
」
に
な
っ
て
い
る
。
今
、

日
本
全
体
が
「
い
や
な
社
会
」

に
な
っ
て
い
る
が
、「
そ
の一
番
の

原
因
は
何
か
」
と
会
場
に
問
い

か
け
、「
雇
用
で
あ
る
」と
指
摘
。

賃
上
げ
も
雇
用
が
前
提
、
労
働

時
間
が
長
い
、
超
過
勤
務
手
当

が
で
な
い
と
い
う
問
題
も
雇
用

が
あ
って
こ
そ
、と
説
明
し
、「
雇

用
条
件
」
を
守
る
た
め
の
春
闘

が
大
事
だ
、
そ
れ
が
デ
ィ
ー
セ
ン

ト
・
ワ
ー
ク
実
現
の
カ
ギ
で
あ

る
と
強
調
し
ま
し
た
。

次
に
、
国
立
病
院
の
独
立
行

政
法
人
化
か
ら
学
ぶ
、
県
立
病

院
の
独
法
化
に
つ
い
て
、
岩
手

医
労
連
○
○
書
記
長
が
講
演
。

国
立
病
院
は
２
０
０
４
年
か
ら

独
法
化
さ
れ
、
当
初
は
国
家
公

務
員
の
身
分
を
持
っ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
４
月
か
ら
は
、
身
分

が
民
間
に
移
行
す
る
非
特
定
独

立
行
政
法
人
に
な
り
、
儲
か
っ

て
い
る
病
院
は
年
度
末
一時
金
が

出
る
一
方
で
、
廃
止
の
危
機
を

迎
え
て
い
る
病
院
も
あ
る
こ
と

が
話
さ
れ
、
参
加
者
の
関
心
を

引
き
ま
し
た
。

不
採
算
の
地
域
医
療
、
救
急

医
療
を
守
る
た
め
に
も
、
県
立

病
院
を
現
在
の
地
方
公
営
企
業

法
全
部
適
用
で
守
っ
て
い
く
こ
と

の
重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し

た
。
県
民
の
み
な
さ
ん
に
問
題

点
を
知
ら
せ
る
チ
ラ
シ
を
準
備

し
て
い
ま
す
の
で
、
届
き
次
第
、

支
部
で
の
配
布
を
計
画
し
ま
し

ょ
う
。

　
１
月
７
日
新
年
早
々
、
い
わ
て
労

連
新
春
早
朝
宣
伝
が
行
わ
れ
、
公
会

堂
付
近
で「
賃
上
げ
と
雇
用
の
確
保
」

を
訴
え
る
チ
ラ
シ
入
り
テ
ィ
ッ
シ
ュ

を
通
勤
中
の
人
に
配
り
ま
し
た
。

　
医
労
連
を
代
表
し
て
中
野
委
員
長

が
、
宣
伝
カ
ー
の
上
で
医
療
の
実
態

に
つ
い
て
訴
え
ま
し
た
。
そ
の
他
い

わ
て
労
連
、
自
治
労
連
等
５
団
体
が

そ
れ
ぞ
れ
マ
イ
ク
で
訴
え
ま
し
た
。

今
年
も
一年
頑
張
ろ
う

　

 

　い
わ
て
労
連
新
春
早
朝
宣
伝

今
年
も
一年
頑
張
ろ
う

　

 

　い
わ
て
労
連
新
春
早
朝
宣
伝

春
闘
学
習
会（
22
日
）

  

雇
用
条
件
を
守
る
春
闘
を

11
春
闘
へ
向
け
て

　
　方
針
を
確
認

　
　
　
　
　
　
１
月
21
日
、支
部
長・書
記
長
会
議

宣伝カーの上で訴える中野委員長

春
闘
学
習
会
講
師
の
岩
手
医
労
連
○
○
書
記
長



2

中央支部「ディズニーランドツアー」が2班に分けて
計画され、1月11～12日は30名、15～16日は20名の計
50名の参加者でした。がんばって働いた自分へのご褒
美として、また子どもたちへの冬休みの家族サービス
も兼ねての参加だったり。
みんな寒さもなんのその・・・アトラクションに乗り

まくり！
2班の参加者は新幹線が3時間半

も遅れるハプニングもあったけど、
その事もいい思い出になり、
Disneyを楽しんだようです。

　夢の国ディズニーで過ごし
た２日間は、本当にあっとい
う間に終わってしまいました
が、たくさんの幸せを補給し
てきました。子ども達にとっ
ても冬休みのステキな思い出
になったようです。

ミッキーママ

　とてもすいていたの
で、たくさんのアトラク
ションに乗れました。大
好きなミニーにお手紙
を渡せたので嬉しかっ
たです。

ダッフィー

　タワーオブテラー
が上とか下にいって、
こわかったです。

りりくん

遠野 寒さに負けず、今年も
1月13日、遠野市内の「むら耕」を会場に

遠野支部旗開きが開催され、約40名が参
加しました。18時開会の予定でしたが、病
棟勤務者が来るのを待って19時にスター
ト。支部長あいさつ、来賓あいさつに引き
続き、副支部長の音頭で本番の乾杯♪その
後、ビンゴゲームや永年勤続表彰、早朝集
会にたくさん参加した方々への表彰などを
行いました。

中央支部　○○○○○◇◆◇参加者の感想◇◆◇

中央 寒さもハプニングもなんのその寒さもハプニングもなんのその
東京ディズニーリゾートの旅
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〈と　き〉2月19日（土）13時30分から

       　   2月20日（日）12時まで

〈ところ〉滋賀県「長浜ロイヤルホテル」

5名分までの参加費・旅費日当を本部で負担します。
看護の明日を切りひらくために学習しましょう。
参加申し込みは2月10日県医労本部まで

2011年
看護・介護職員全国交流集会
2011年
看護・介護職員全国交流集会

お 知 ら せ

昨
年
に
引
き
続
き
、
看
護
指

導
監
と
の
懇
談
が
12
月
20
日
、
医

療
局
会
議
室
に
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
懇
談
に
は
医
療
局
か
ら
村
山

指
導
監
と
栃
沢
主
査
が
、
看
護
部

会
側
か
ら
は
○
○
、○
○
両
副
部

会
長
、
事
務
局
と
し
て
、
中
野
、

○
○
○
が
参
加
し
ま
し
た
。
　

最
初
に
、
看
護
師
の
労
働
条

件
の
改
善
に
日
本
看
護
協
会
が

意
欲
を
見
せ
て
い
る
こ
と
に
対

し
、
指
導
監
は
「
看
護
協
会
の
方

針
は
承
知
し
て
い
る
。
お
互
い
協

力
し
て
考
え
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

い
ま
だ
膠
着
状
態
が
続
い
て

い
る
、
夜
勤
を
前
提
に
し
た
当

局
案
の
「
育
児
短
時
間
制
度
」
に

つ
い
て
は
、「
育
児
支
援
が
充
実

す
る
こ
と
は
い
い
こ
と
だ
が
、

夜
勤
者
が

い
な
い
こ

と
も
事

実
」
と
解

決
策
を
模

索
中
で
あ

る
こ
と
を

話
し
ま
し

た
。

雰
囲
気
の
よ
い
職
場
に
！

指
導
監
は
こ
の
１
年
、
働
き

が
い
の
あ
る
職
場
作
り
を
目
指

し
、
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
を
紹

介
し
ま
し
た
。
看
護
部
会
か
ら
は

「
せ
め
て
年
次
が
取
れ
た
ら
」
の

声
な
ど
現
場
の
実
態
を
伝
え
、
や

り
が
い
の
あ
る
職
場
、
雰
囲
気
を

よ
い
方
向
に
持
っ
て
い
く
こ
と
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大
事
で
あ
る

こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
委
員
会
・
研
修
会
を
減

ら
せ
な
い
か
提
案
し
た
と
こ
ろ
、

指
導
監
は
「
同
じ
委
員
会
が
看
護

と
病
院
、
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
る
も
の

に
つ
い
て
は
整
合
性
を
持
た
せ
、

（
看
護
の
方
は
）
な
く
す
方
向
で

あ
る
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ａ
は
業
務

Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ａ
に
つ
い
て
は
、
看
護

部
会
か
ら
、
そ
の
必
要
性
と
、
超

過
勤
務
の
対
象
か
ど
う
か
を
、

確
認
し
ま
し
た
。

指
導
監
か
ら
は
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ａ

は
、
看
護
の
標
準
化
と
い
う
理
由

か
ら
医
療
局
と
し
て
取
り
入
れ

て
い
る
こ
と
、
研
修
は
病
院
か
ら

の
希
望
が
多
か
っ
た
の
で
行
っ
て
い

る
と
説
明
し
「
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ａ
は
業

務
で
す
」
と
明
言
し
ま
し
た
。
看

護
部
会
か
ら
は
、
電
子
カ
ル
テ
や

Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ａ
で
ベッ
ド
サ
イ
ド
ケ
ア

の
時
間
よ
り
、
記
録
の
時
間
が
多

い
こ
と
な
ど
問
題
点
を
訴
え
ま
し

た
。最

後
に
、
年
末
年
始
を
非
番

に
し
な
い
と
勤
務
表
が
作
れ
な
い

よ
う
な
最
低
の
人
員
配
置
で
は

な
く
、
人
手
を
増
や
し
、
魅
力

あ
る
職
場
環
境
に
し
て
ほ
し
い
と

結
び
、
懇
談
を
終
了
し
ま
し
た
。

「働きがいのある職場作りを」と話す村山指導監

懇談のようす

働
き
や
す
い
職
場
を
め
ざ
し
て

働
き
や
す
い
職
場
を
め
ざ
し
て

働
き
や
す
い
職
場
を
め
ざ
し
て

看
護
指
導
監
と
の
懇
談

看
護
指
導
監
と
の
懇
談
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子育て支
援を充実

させるた
めの

夜勤アン
ケート

◆育児の
ため部分

休業を取
っている

のに､夜勤
をするの

はあ

り得ない
と思う。

何のため
の部分休

業なんで
しょうか

。

◆今の部
分休業制

度も表面
的。育児

短時間制
度も局の

考え

方が同じ
以上、あ

まり意味
をなさな

い制度に
なる気が

す

る。

◆子ども
と過ごす

時間を増
やしたい

。もっと
育児に協

力的

な制度に
してほし

い。

◆夜勤が
なくても

帰りが遅
い夫。そ

ういう場
合も夜勤

免除

ができた
らいいの

ですが。

◆子ども
を中心に

考えた制
度にして

ほしいで
す。

医療ク
ラーク

アンケ
ート

◆知らな
い間に

仕事量
が増え

ている。
看護部

門

の仕事
をどこま

で増や
されるか

心配だ
。

　医療
クラーク

の仕事
内容を

明確にし
てほしい

。

◆産休・
育休が

ほしい

◆正規
職員にし

て欲しい
。退職金

なし、ボ
ーナス

も少ない
ので将

来が心
配です

。

◆休憩
・年次

が取りづ
らい。

◆クラー
ク毎に

仕事時
間、忙し

さもバラ
バラ。最

低限の
仕事内

要の基
準がほし

い

補助者
アンケ

ート

◆業務
の幅が

広い。
補助者

が行っ
て良い

業務の
線引き

がハッキ
リしてい

ない。毎

年のよう
に勤務

時間が
変更され

ている
。

◆看護
師が不

在の時
が多く

、患者
の対応

に困る

◆清拭
や入浴

介助な
ど重症

の人は
、かなら

ずナース
が一緒

について
もらいた

い

◆超過
勤務を

しても、
時間外

をもらえ
ない。

年次が
取りにく

い

　県
医
労
で
は
、
患
者
さ
ん
に
安
心
・
安
全
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
、
県

立
病
院
で
働
く
様
々
な
職
種
の
方
々
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

回
は
医
療
ク
ラ
ー
ク
、
看
護
補
助
者
、
子
育
て
中
の
夜
勤
の
問
題
に
つ
い
て
、
そ
の
改
善

を
求
め
て
い
く
た
め
に
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。寄
せ
ら
れ
た
声
の
一
部
で
す
。

　県
医
労
で
は
、
患
者
さ
ん
に
安
心
・
安
全
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
、
県

立
病
院
で
働
く
様
々
な
職
種
の
方
々
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

回
は
医
療
ク
ラ
ー
ク
、
看
護
補
助
者
、
子
育
て
中
の
夜
勤
の
問
題
に
つ
い
て
、
そ
の
改
善

を
求
め
て
い
く
た
め
に
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。寄
せ
ら
れ
た
声
の
一
部
で
す
。

補
助
者
・
医
療
ク
ラ
ー
ク
・
夜
勤
ア
ン
ケ
ー
ト

こ
こ
を
何
と
か
し
た
い
！
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で増や
されるか

心配だ
。

　医療
クラーク

の仕事
内容を

明確にし
てほしい

。

◆産休・
育休が

ほしい

◆正規
職員にし

て欲しい
。退職金

なし、ボ
ーナス

も少ない
ので将

来が心
配です

。

◆休憩
・年次

が取りづ
らい。

◆クラー
ク毎に

仕事時
間、忙し

さもバラ
バラ。最

低限の
仕事内

要の基
準がほし

い

補助者
アンケ

ート

◆業務
の幅が

広い。
補助者

が行っ
て良い

業務の
線引き

がハッキ
リしてい

ない。毎

年のよう
に勤務

時間が
変更され

ている
。

◆看護
師が不

在の時
が多く

、患者
の対応

に困る

◆清拭
や入浴

介助な
ど重症

の人は
、かなら

ずナース
が一緒

について
もらいた

い

◆超過
勤務を

しても、
時間外

をもらえ
ない。

年次が
取りにく

い

　県
医
労
で
は
、
患
者
さ
ん
に
安
心
・
安
全
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
、
県

立
病
院
で
働
く
様
々
な
職
種
の
方
々
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

回
は
医
療
ク
ラ
ー
ク
、
看
護
補
助
者
、
子
育
て
中
の
夜
勤
の
問
題
に
つ
い
て
、
そ
の
改
善

を
求
め
て
い
く
た
め
に
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。寄
せ
ら
れ
た
声
の
一
部
で
す
。

　県
医
労
で
は
、
患
者
さ
ん
に
安
心
・
安
全
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
、
県

立
病
院
で
働
く
様
々
な
職
種
の
方
々
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

回
は
医
療
ク
ラ
ー
ク
、
看
護
補
助
者
、
子
育
て
中
の
夜
勤
の
問
題
に
つ
い
て
、
そ
の
改
善

を
求
め
て
い
く
た
め
に
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。寄
せ
ら
れ
た
声
の
一
部
で
す
。

補
助
者
・
医
療
ク
ラ
ー
ク
・
夜
勤
ア
ン
ケ
ー
ト

こ
こ
を
何
と
か
し
た
い
！
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2010年度
青年部ブロック交流会

岩手医労連青年部

今年度は、昨年8月に「みちのくアクト」開催県を努めた青森と合同開催！
県を越えて青年の輪を広げよう！
《日　　時》２月19日（土）～20日（日）
《場　　所》盛岡市つなぎ「ホテル大観」・「盛岡手づくり村」
《参 加 費》本部負担。旅費・日当は支部で御検討下さい。
《学 習 会》テーマ／「知って得する・職場で役立つ労働基準法」
　　 　　　講　師／岩手医労連　○○○○書記長
《体験企画》盛岡冷麺手作り教室

《と　き》2月19日（土）10時～　《ところ》水産会館
〈講座〉①子育て　②簡単手芸　③健康づくり
〈講演〉パワハラをなくそう～職場のメンタルヘルスを考える　〈講師〉笹山尚人さん（東京法律事務所：弁護士）

岩手医労連第52回女性労働学校
《と　き》2月19日（土）10時～　《ところ》水産会館
〈講座〉①子育て　②簡単手芸　③健康づくり
〈講演〉パワハラをなくそう～職場のメンタルヘルスを考える　〈講師〉笹山尚人さん（東京法律事務所：弁護士）

ウインターアクトwith青森県医労連青年部ウインターアクトwith青森県医労連青年部

【北部ブロック】
○日　時：２月18日（金）～19日（土）
○場　所：盛岡市つなぎ「ホテル愛真館」
○参加費：4,000円
○学習会：テーマ／「36協定について」

【南部・三陸ブロック】

岩手医労連第52回女性労働学校

○日　時：２月20日（日）～21日（月）
○場　所：花巻市「大沢温泉」
○参加費：5,500円
○学習会：テーマ／「組合活動について」

【中部ブロック】
○日　時：２月27日（日）～28日（月）
○場　所：盛岡市つなぎ「ホテル紫苑」
○参加費：6,000円
○学習会：テーマ／「権利について」

温泉でリフレッシュ

楽しい交流会

役立つ学習会
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ボ
ー
ナ
ス
が
で
ま
し
た
が
、

楽
し
み
が
シ
ョ
ッ
ク
に
変
わ
り

ま
し
た
。

あ
ん
な
に
減
る
と
は
…
。

赤
字
な
の
は
わ
か
り
ま
す
が
、

働
く
意
欲
に
影
響
が
…
。
な

ん
て
、
今
後
も
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
。

宮
古
支
部

　
　た
ぬ
ち
ゃ
ん

新
し
い
年
、
ワ
ク
ワ
ク
し
ま

す
ね
。
子
ど
も
た
ち
と
い
っ
ぱ

い
遊
ん
で
、
元
気
に
過
ご
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

仕
事
も
は
り
き
っ
て
頑
張
り
ま

す
ヨ
。大

東
支
部

　ウ
サ
ギ
さ
ん

現
在
育
休
中
。
復
帰
後
は
ど

こ
に
配
属
さ
れ
る
か
が
心
配
。

そ
の
配
属
部
署
に
よ
り
、
超
勤

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も

出
て
く
る
か
も
。
今
か
ら
心
配

し
て
い
ま
す
。

宮
古
支
部

　元
気
マ
マ

見
事
に
冬
の
ボ
ー
ナ
ス
下
が

り
ま
し
た
ね
。
体
力
・
気
力
も

比
例
し
て
下
が
る
今
日
こ
の
頃

で
す
。
今
年
は
よ
い
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
。

一
戸
支
部

　越
冬
カ
メ
虫

ナ
ン
ダ
（
N
A
N
D
A
）
か

ん
だ
も
い
い
け
れ
ど
…
、
患
者

に
背
を
向
け
パ
ソ
コ
ン
に
向
か

っ
て
い
る
看
護
っ
て
何
な
の
？

　沼
宮
内
支
部

　

タ
メ
息
、
タ
メ
子

現
在
、
産
後
休
暇
中
。
11
月

に
我
が
子
が
産
ま
れ
、
毎
日
育

児
で
悩
む
こ
と
ば
か
り
…
。
こ

ん
な
に
育
児
っ
て
大
変
だ
っ
た

ん
だ
。
私
の
母
っ
て
す
ご
い
な

ぁ
〜
、
と
日
々
感
じ
る
毎
日
で

す
。

大
東
支
部

　雪
だ
る
ま

国
立
病
院
や
研

究
機
関
な
ど
国
民
に

と
っ
て
必
要
な
事
業

が
、独
立
行
政
法
人

の「
事
業
仕
分
け
の

対
象
」と
な
り
、事
業

縮
減・廃
止
を
迫
ら

れ
て
い
ま
す
。「『
事
業

仕
分
け
』を
言
う
な

ら
、在
日
米
軍
への『
思
い
や
り
予
算
』

を
聖
域
に
し
な
い
で
！
」「
無
駄
を
省

く
と
言
う
な
ら
、大
企
業
の
優
遇
税

制
と
か
、防
衛
費
、政
党
助
成
金
な

ど
他
に
や
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
で
は

な
い
か
」と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。全

く
そ
の
通
り
。無
駄
を
省
く
と
い
う

点
で
は
、自
民
党
政
権
か
ら
民
主
党

政
権
と
な
って
も
、大
き
く
変
わって

い
ま
せ
ん
。マニフェス
ト
が
、次
々
と
裏

切
ら
れ
て
い
ま
す
▼
県
政
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
？
不
要・不
急
の
大
型
公
共

事
業
で
県
の
借
金
は
全
国
か
ら
２
番

目
に
多
い
１
兆
５
千
万
円
、県
民
１

人
あ
た
り
１
１
３
万
円
。そ
の一方
で

民
生
費
や
福
祉
、教
育
が
犠
牲
と
な

って
お
り
、民
生
費
は
全
国
か
ら
39
番

目
▼
こ
の
間
の
、県
立
病
院
の
無
床
化

と
民
間
移
管
の
強
行
に
も
、端
的
に

表
れ
て
い
ま
す
。知
事
は「
計
画
は
ベ

ス
ト
。代
案
が
あ
れ
ば
出
し
な
さ
い
」

「
県
立
病
院
は
重
症
患
者
。押
さ
え

つ
け
て
で
も
手
術
を
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
」、「
騒
い
で
い
る
の
は
特
定
の

地
域
の
人
た
ち
」な
ど
と
、議
会
無

視
、住
民
の
声
無
視
の
姿
勢
を
あ
ら

わ
に
し
ま
し
た
。し
か
も
、「
自
ら
地

域
に
出
向
い
て
説
明
す
る
」と
言
い
な

が
ら
た
だ
の一度
も
地
域
に
顔
を
出

さ
ず
、「
無
床
化
」強
行
後
初
め
て
住

民
説
明
会
に
出
席
、怒
号
を
浴
び
ま

し
た
。ま
た
、「
地
域
医
療
を
守
れ
」の

集
会
で
は
、「
県
民
の・県
政
の
リ
ー
ダ

ー
で
あ
る
知
事
は
、痛
み
の
矛
先
を

地
域
に
、県
民
に
向
け
る
の
で
は
な

く
、全
国
の
知
事
と
共
に
、国
に
対
し

『
こ
れ
ま
で
の
医
療
政
策
は
誤
り
で

あ
り
、抜
本
的
な
制
度
の
転
換
に
向

け
た
政
策
を
』と
行
動
す
べ
き
で
あ

る
」と
、あ
る
施
設
の
園
長
か
ら
メッ
セ

ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
▼
今
、ま
さ

に「
県
立
病
院
」の
経
営
形
態
を
め

ぐ
っ
て
、重
大
な
局
面
に
き
て
い
ま

す
。住
民
の
方
々
が
そ
こ
で
生
活
し
、

生
き
て
い
く
上
で
、な
く
て
は
な
ら
な

い
病
院
で
す
▼
幸
い
、今
年
４
月
は
県

知
事
選
挙
が
あ
り
ま
す
。私
た
ち
の

要
求
を
も
って
、しっか
り
と
見
極
め
、

行
動
で
き
る
絶
好
の
チ
ャンス
で
す
。

12
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
7
つ
」
に
は
20
名
の
応

募
が
あ
り
、
19
名
が
正
解
で

し
た
。厳
正
な
る
抽
選
の
結

果
、
次
の
10
名
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を

贈
り
ま
す
。

12
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

○
○
○
○
○ 

（
久
慈
支

部
）、
ゆ
き
だ
る
ま
（
二
戸
支

部
）、タ
メ
息
、タ
メ
子（
沼
宮

内
支
部
）、
冬
眠
中
の
ク
マ

（
中
央
支
部
）、
う
さ
ぎ
さ
ん

（
大
東
支
部
）、匿
名
希
望
、匿

名
（
大
船
渡
支
部
）、
白
く
ま

（
釜
石
支
部
）、元
気
マ
マ
、メ

イ
ち
ゃ
ん（
宮
古
支
部
）

十
二
月
号
パ
ズ
ル



上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。送
り
先

は
〒
０
２
０
│
０
０
２
３
　
盛

岡
市
内
丸
11
│
１
、県
医
労「
懸

賞
パ
ズ
ル
」係
ま
で
。締
切
は
２

月
末
日（
必
着
）で
す
。ま
た
、抽

選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ハ
ガ
キ
の
余
白
に「
つ
ぶ
や
き
」

（
職
場
の
話
題
な
ど
何
で
も
）

を
、ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下
さ
い
。

県
医
労
新
聞
で
紹
介
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿
名
希
望

の
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
書
い

て
下
さ
い
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）。

た
だ
し
、当
選
し
た
場
合
は
、記

念
品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の

記
入
を
お
忘
れ
な
く
！

職
場
川
柳

◇
菅
内
閣
　
雪
降
ら
ず
と
も
　
交
通
渋
滞

 

（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
ど
こ
？
）

◇
こ
れ
で
も
か
！
　
夜
勤
に
超
勤
　
時
差
勤
務

 

（
生
き
残
れ
る
の
は
強
靱
ナ
ー
ス
!?
）

◇
鬼
は
外
　
い
ろ
ん
な
鬼
に
　
投
げ
つ
け
る

 

（
豆
は
だ
れ
が
拾
う
の
？
）

◇
問
題
を
　
問
題
と
思
わ
な
い
の
が
　
問
題
だ

 

（
民
主
党
禅
問
答
）

◇
年
次
に
は
　
見
合
い
の
年
次
が
　
あ
る
と
い
う

 

（
既
婚
者
も
Ｏ
Ｋ
よ
）

2月の予定
 5日（土）～6日（日）
 日本医労連東北地方協春闘討論集会（松島）
13日（日）～14日（月）
 岩手医労連施設管理部会
 （つなぎ温泉「山いち」）
18日（金）～19日（土）
 県医労青年部北部ブロック集会（愛真館）
19日（土） 岩手医労連女性労働学校
19日（土）～20日（日）
 日本医労連看護介護全国交流集会
 岩手医労連青年部ウィンターアクト
20日（日）～21日（月）
 県医労青年部南部・三陸ブロック集会
 （大沢温泉）
26日（土） 第145回中央委員会（エスポワールいわて）
 世界の平和を願う市民のつどい
 （岩手教育会館）
27日（日）～28日（月）
 県医労青年部中部ブロック集会（ホテル紫苑）
28日（月） 県医労第1次統一行動・早朝集会

3月の予定
 3日（木）～4日（金）
 日本医労連中央行動（国会要請行動）
 8日（火） 3．8国際女性デー岩手県集会
25日（金） 拡大支部長会議（県民会館）

県医労第145回中央委員会
と　き：２月２６日（土）10:00～
ところ：エスポワールいわて
※すべての支部から中央委員を出しましょう

学習会の開催、チラシ配布や署名行動に活用しましょう。

独立行政法人問題の
　　学習資料・チラシができました




